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みんなが笑って暮らせる世界へ
（福岡県）・（大牟田市立松原中学校）・（三年）

（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まつなが),松永)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あおい),葵)）
　私は、犯罪や非行のない、安心して暮らす事ができる社会を実現させるためには、二つの事が必要だと思います。犯罪や非行を許さない、という雰囲気を地域全体で持つ事と、罪を犯したり、非行に走ってしまった人を、避けたり馬鹿にしたりしないという事です。
　部活後の帰り道は、冬もあっという間に暗くなります。朝が早いため、登下校中は常に気が抜けません。しかし、朝は隣の大正小学校で見守り隊の方々が立たれているため、毎朝安心して登校する事ができています。挨拶を笑顔でするうちに、たくさんの人とつながる事ができ、登下校中の不安は無くなりました。このように、地域でのつながりを強くすることで、私たちだけではなく、地域全体を安全にできると思います。
　犯罪を犯したり、非行に走ってしまった人を避けると、その人は地域から孤立します。
私も、自分の心を閉ざし、人を疑う事しかできなくなっていました。クラスから浮き、どこにも自分の居場所を見つけきれずに。私は表情を失いました。笑おうと思ってもひきつった笑みにもならず、口角を上げるだけ。つらいと思っても、涙すら出ずに。無理に笑おうとしていた生活は、苦痛以外の何でもなく、一人でいても苦しい日々でした。今思えば、理性だけが私の行動に歯止めをかけていました。
　助けてくれる、味方になってくれるような誰かが、私の近くに一人でも良いから居てくれたならば、もう少し明るい過去であったのかもしれません。当時の私には、転校したばかりで、心置きなく話せる友達などいませんでした。
　私はいっぱいいっぱいでした。もしも私があのまま留まっていたならば、自分や人を傷つけていたかもしれません。人は、精神的に大きなダメージを負った時、周りに助けてくれる人や味方になってくれる人がいないと、理性を失うと、私は自らの経験から考えました。
　もちろん、他の人に助けを求める事だってできます。しかし、周りに誰も味方を見つけきれない中で、私はその気持ちが萎えてしまいました。犯罪や非行に走る原因には、少なからずその苦しみがある事もあるのではないでしょうか。
　私は二回目の転校をしました。私は、松原中学校の先生に、先輩に、そして同じ一年生のみんなに救われました。
　私がつくった殻は、他の人を寄せつけたくない、近づかれるのが怖いという気持ちは、みんなのたくさんの笑顔とあたたかい雰囲気や言葉のおかげで、少しずつ崩されていったのです。荒んでいた心は少しずつ元に戻り、私は心から笑う、泣く、という感情や表情を取り戻しました。自分の事だけしか考える事ができていなかったと気づき、たくさんの人を大切にしたり、思いやる心を思い出すことができました。
　私は犯罪や非行には至りませんでしたが、周りに自分を思ってくれる人がいない事の苦しさや、たくさんの人に囲まれた時に感じた安心感。人を変えるのは人だけだと、そう思います。
　罪を犯したり非行に走った人を、怖いなどと思い、距離を置きたいと思う人もいるかもしれません。
　しかし、心を入れ替えて社会に復帰したいと思い、行動しようとしている人もいるはずです。私たちは、そんな人まで疑い、孤立させて良いのでしょうか。
　私にとって、この過去は、辛く苦しいものでした。今回、書くのさえためらい、迷いました。
　しかし、中学生の私の力は小さいけれど、なんらかの形で、訴えかける事ができると、そう願っています。
　たくさんの人とつながる、特に地域の人とつながる事で、私たちは明るい社会を築く事ができるのだと、そう私は思います。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第７０回“社会を明るくする運動”作文コンテスト








